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１．事前調整等の結果実施しないこととした案件（航空・海上共通業務） 

検討項目 検討概要 検討結果 

１ 送信先の指定方法の
簡易化 

オンライン業務において出力情報の出力先の指定は「利
用者コード」の入力等により実施可能としている。 
ＮＡＣＣＳ業務において利用者コードに代わる、送信先
を容易に特定可能なコードを設けて、利用者が送信先を
簡易に指定可能な仕組みを検討する。  

要望者と意見交換の際に利用者コードを意識しな
いような仕組みはシステム的に困難であることを
説明した結果、要望取り下げとなった。 

２ ＦＡＩＮＳ登録状況
照会機能の追加 

輸入者のＦＡＩＮＳ登録状況照会機能の追加についてセ
キュリティ面も含めて検討する。 

関係省庁との検討の結果、輸入者のパスワードに
ついては登録が完了し次第、検疫所から連絡する
運用としており登録状況照会機能は不要と考えら
れ、また、情報セキュリティーの観点から対応し
ないこととした。 

３ 仕向地の項目追加及
び申告時間順の表示
変更 

「輸出申告等一覧照会（ＩＥＳ）」業務において、仕向
地の項目を追加及び申告時間順の表示に変更する。  

要望者との意見交換の結果、要望取り下げとなっ
た。 

４ 審査状況（区分２、
３）確認業務の新設 

搬入前申告で審査区分が区分２、３となった申告につい
て審査終了か否かを一括で確認できるような見直しを行
う。 

「輸出申告等一覧照会情報（民間）（ＩＥＳ）」
業務の「審査区分識別」欄で確認可能なことから、
要望取り下げとなった。 

５ 輸出入許可書の項目
追加 

輸出入許可情報について、以下の項目の追加を検討する。 
 
申告税関コード、担保登録番号１、担保登録番号２、包括
審査扱い受理番号、関税免税額合計、関税減税額合計、内
国消費税免税額合計１－６、Ｂ／Ｌ Ｎｏ.（輸出） 情報提供機能の見直しにおいて検討する。 
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 詳細仕様の検討項目のうち、以下の案件（これまでのＷＧにおいて提案した案件は除く。）については、 
関係業界との事前調整等の結果、第６次ＮＡＣＣＳ更改時において仕様変更を実施しないこととした。 

航空・海上共通業務 



２．事前調整等の結果実施しないこととした案件（航空関連業務） 

検討項目 検討概要 検討結果 

１ 搭載上屋へのＵＬＤ
分割搬入時における
ＣＬＢ業務可否 

搭載上屋へ一部ＵＬＤを搬入し、「積付結果取消呼出し
（ＵＬＣ）」業務で積付け解除した場合においても、
「搭載完了登録呼出し（ＡＷＢ単位）（ＣＬＢ）」業務
を可能とする。 

現行でも積付け解除した場合においてもＣＬＢ業
務が可能であることから、要望としては取り下げ
ることとなった。 

２ ＭＡＷＢ単位での搭
載可能化 

ＵＬＣ業務を実施せずとも、ＭＡＷＢ単位で搭載を可能
とする。 

ＵＬＣ業務を実施しなくても「搭載便割当情報登
録（ＦＬＩ０１）」業務を実施することにより、
ＭＡＷＢ単位で搭載可能であるため、要望として
は取り下げることとなった。 

３ 要目訂貨物の汎用申
請業務化 

輸入詳細不明貨物に関する要目訂申請の汎用申請業務化
について検討する。 
現行は税関様式の帳票をマニュアル作成し、都度税関に
申請している。 

汎用申請で対応する方向で検討することとなった
ため、次期ＮＡＣＣＳの要望としては取り下げる
こととなった。 

４ 輸入混載貨物の搬入
確認業務等の見直し 

輸入混載貨物の搬入確認業務等において、1便で到着した
ＨＡＷＢに対して、複数回に分けての登録不可という業
務実態とシステム処理でかい離している部分について改
善を図る。 
 

航空輸入貨物管理において、基本となっている考
え方を変更しないと機能追加への対応が難しく、
システムへの影響範囲が大きいこと、及び現状の
運用でも支障がないことから対応しないこととし
た。 

５ 仕出地及び仕向地の
入力コードの関係 

「ＡＷＢ情報登録（輸入）（ＡＣＨ）」業務における仕
出地及び仕向地の入力コードの関係について検討する。 
現状、入力コードによってＣＩＴＹコードと空港コード
の両方が登録されていると、どちらか一方でしか登録が
されていないものがあり、そのたびに入力し直さなけれ
ばならない。  

必要なコードをＮＡＣＣＳに登録することで、現
行においても対応可能なことから、次期ＮＡＣＣ
Ｓの要望としては取り下げることとなった。 

６ イレギュラーケース
におけるＨＡＷＢ情
報削除の可否 

ＭＡＷＢ情報が保存期間を超過し、削除された場合にお
けるＨＡＷＢ情報削除の可否につき検討する。 

現行においても「混載貨物確認情報訂正（ＣＨ
Ｐ）」業務または、「輸入貨物情報変更登録（Ｃ
ＡＩ）」により削除可能であるため、要望として
は取り下げることとなった。 
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航空関連業務 
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３．事前調整等の結果実施しないこととした案件（海上関連業務） 

検討項目 検討概要 検討結果 

１ ＶＡＮ業務等におけ
るコンテナ番号の誤
登録に対応した訂正
業務の追加 

バンニング情報登録関連業務（ＶＡＮ業務等）においてコ
ンテナ番号の誤登録に対応した訂正業務の追加を検討する。  

「バンニング情報登録（コンテナ単位）（ＶＡ
Ｎ）」業務でキーとなっているコンテナ番号の訂
正業務を追加することは、システム処理への負荷
が非常に大きい旨を説明した結果、対応しないこ
ととした。 
 なお、現行でもコンテナ番号を訂正する場合は
「バンニング情報取消し（ＶＡＣ）」業務で情報
を削除のうえＶＡＮ業務で再登録することにより
対応している。 
 

２ 海貨業利用者コードの
新設 
 
 

「港湾運送事業法」に基づいた営業免許海貨業者の「業務利
用者コード」の新規創設を検討する。 

関係団体との意見交換の結果、要望としては取り下
げることとなった。なお、ＮＡＣＣＳにおける「海
貨業」の定義の確認及び当該定義に基づく利用契約
の在り方等については、引き続き検討を実施する。
（ＷＧ報告対象外として整理。） 
 

３ ＣＹ搬出業務におけ
るＤ／Ｏレス対応等 

ＮＶＯＣＣ／ＦＣＬ貨物取扱いでの運用（Ｄ／Ｏレス対応
等）について検討する。  

要望元に対し、ＮＶＯＣＣが取引に介在している
か否かをシステム的に判断できない旨を説明した
結果、対応しないこととした。 

４ ＤＯＲ業務の２段階
化 

船会社 → ＮＶＯＣＣ向け 及び ＮＶＯＣＣ → 海貨業向け 
のＤ／Ｏ ＩＤの通知という「輸入貨物荷渡し情報登録
（ＤＯＲ）」業務の２段階化について検討する。  

海上関連業務 
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